
「
和
漢
朗
詠
集
』

所
牧
唐
詩
注
緯
補
訂

「
八
月
十
五
夜
、
諸
客
と
間

洛
水
一
口
向
抵
隔
穎
珠
」

。

大

和

八

年

(

八

三

脂

)

呂

、

で
の
作
(
花
房
・
朱
)
。

又
た
珠
の

• 

」
(
東
京
大
撃
本

の
で
の
作
で
あ
ろ
う
。

〔
自
氏
後
集
巻
六
十
五
了
掲
宋
紹
興
刊
本
{
た
だ
し
捕
抄
の
部
分
了
那
波
本

等
)
は
、
詩
題
を
「
八
月
十
五
日
夜
、
同
諸
客
翫
丹
」
に
作
る
が
、

「
日
」
の
字
は
街
字
で
あ
ろ
う
。
コ
ハ
注
い
(
六
地
蹴
寺
本
)
は
、
「
八
月

十
宜
夜
、
同
諸
客
翫
丹
」
と
揮
し
、
貞
和
本
口
和
漢
朗
詠
集
』
も
、
諸

客
を
「
詩
客
」
に
誤
る
以
外
は
同
じ
で
あ
る
の
内
閣
文
車
競
吋
私
一
任
い

の
「
八
月
十
五
夜
、
翫
日
バ
」
、
吋
千
載
笹
句
い
(
鎌
倉
時
代
書
鵠
の
吉
紗
本
)

時
箭
部
・
八
月
十
五
疫
の
「
八
月
十
五
夜
」
は
、
と
も
に
略
題
で
あ
る

(
十
五
)

植

木

久

イ了

L一一

が
、
「
八
月
十
五
夜
」
に
作
る
貼
で
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の

二
回
二
番
(
鼓
出
〉
の
詩
題
「
八
丹
十
広
夜
、
禁
中
に
濁
り
古
一

の
例
と
同
じ
で
あ
る
む
前
璃
「
捕
訂
(
十
四
)
」
容
照
。

0

2
品
山
〕
洛
陽
市
の
東
南
方
向
に
連
屯
る
秀
麗
な
山
な
み
。
明

り
立
つ
華
山
と
は
異
な
っ
て
、
群
峰
が
連
綿
と
連
な
る
出
容
を
特
色
と

す
る
。
大
曽
根
詮
の
「
洛
揚
の
西
南
に
位
置
す
」
は
、
柿
村
『
考
謹
』

の
誤
り
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
「
洛
陽
の
階
方
に
そ
び
え
る
」
(
川
口

注
)
と
す
る
よ
り
も
、
「
洛
陽
の
東
甫
」
(
菅
野
注
)
と
す
る
同
ゅ
う
が
、

よ
り
正
確
で
あ
る
む
詳
し
く
辻
、
松
浦
友
久
編
『
演
詩
の
事
典
』
第
一
一
一

章
や
、
拙
著
吋
時
間
詩
の
愚
景
い
第
ニ
章
参
照
。
中
一
胞
の
孟
郊
「
諸
橋

〈
洛
錫
域
内
を
貿
読
す
る
諮
水

ι架
か
る
東
蔀
第
一
の
名
務
、
天
津
橋
)
の
喚

に
い
う
、
「
月
明
ら
か
に
直
ち
に
見
る
嵩
出
の
と
。

「
山
の
披
方
と
、
こ
な
た
」
(
金
子

て・・・:・」
表
は
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外
、
裏
は
内
を
意
味
し
、
す
み
ず
み
ま
で
遍
く
、
到
る
と
こ
ろ
、

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
劉
宋
の
飽
照
(
『
文
選
』
巻

二
八
)
「
結
客
少
年
場
行
」
の
、
「
高
き
に
昇
り
て
四
闘
に
臨
み
、
表
裏

に
皇
州
を
望
む
」
、
ま
た
初
唐
の
宋
之
問
「
晩
に
湘
江
に
泊
す
」
の
、

「
況
ん
や
復
た
秋
雨
露
る
る
を
や
、
表
裏
に
衡
山
を
見
る
」
な
ど
。

の
音
ム

O
[千
重
雪
]
『
私
注
』
に
は
、
初
唐
の
李
幡
の
詩
「
雪
」
(
百

二
十
詠
の
一
)
の
、
「
地
は
疑
ふ
(
「
似
る
」
の
類
語
)
明
月
の
夜
か
と
」

を
引
く
。
こ
れ
は
、
白
銀
色
に
き
ら
め
く
雪
原
を
、
月
光
の
降
り
注
ぐ

光
景
に
見
立
て
た
表
現
で
あ
り
、
白
詩
は
、
そ
の
逆
の
護
想
で
あ
る
。

O
[洛
水
]
柿
村
『
考
讃
』
以
来
、
川
口
・
大
曽
根
・
菅
野
注
に

見
え
る
、
「
洛
陽
の
南
を
東
流
し
て
黄
河
に
注
ぐ
」
(
一
例
、
菅
野
注
)

と
す
る
説
明
は
、
き
わ
め
て
護
者
の
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
と
い
う
の

は
、
中
唐
の
桃
合
の
詩
「
天
津
橋
に
晴
望
す
」
に
、
「
清
洛
城
心
を

貫
く
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
洛
水
は
東
部
洛
陽
の
中
央
部
を
東
流
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
童
目
陵
部
本
『
朗
詠
抄
』
に
見
え
る
一

説
「
都
ノ
内
ヲ
流
レ
タ
ル
河
」
と
す
る
の
が
委
嘗
で
あ
り
、
注
樟
の
執

筆
に
は
、
細
心
の
注
意
が
望
ま
れ
よ
う
。

O
[雨
頼
珠
]
本
詩
よ
り
十
年
前
の
長
慶
四
年
(
八
二
四
)

る
白
詩
「
春
湖
上
に
題
す
」
に
い
う
、
「
月
は
波
心
に
貼
ず

に
成
一
頼

の
珠
」
と
。
こ
れ
は
、
西
湖
の
員
ん
中
(
波
心
)
に
映
る
白
い
月
を
、

一
頼
の
員
珠
に
見
立
て
た
表
現
で
あ
る
。
本
詩
は
、
こ
の
見
立
て
を
蹟

大
し
て
、
水
面
だ
け
で
な
く
天
空
の
月
を
も
、
員
珠
に
見
立
て
た
表
現
。

ち
な
み
に
天
空
の
月
を
員
珠
に
見
立
て
た
例
と
し
て
は
、
中
晩
唐
の
張

帖
「
中
秋
の
夜
、
杭
州
に
て
月
を
看
る
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
一
一
)
の
、

み

「
珠
の
浦
を
出
で
て
盈
つ
る
が
如
し
」
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

-
二
五
二
番

別
離
」O
元
和
十
二
年
(
八
一
七
)
、
作
者
四
六
歳
、
江
州
(
江
西
省
九
江
市
)

で
の
作
。
江
州
司
馬
在
任
(
花
房
・
朱
)
。
詩
題
は
、
『
白
氏
文
集
』
巻

十
六
(
南
末
紹
興
本
・
那
波
本
等
)
や
『
六
注
』
・
東
京
大
皐
本
『
私
注
』

等
に
は
、
「
中
秋
月
」
に
作
る
が
、
北
宋
初
期
の
『
文
苑
英
華
』
巻
一

五
一
(
明
版
)
、
月
の
僚
に
は
、
「
秋
月
」
に
作
る
。
さ
ら
に
内
閣
文
庫

蔵
『
私
注
』
、
貞
和
本
・
正
安
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
等
に
も
「
秋
月
」

と
題
す
る
。
そ
し
て
本
詩
の
尾
聯
を
引
く
『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
月

に
も
、
「
秋
月
」
と
題
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
詩
の
句
に
満
月
の
こ

と
を
述
べ
て
い
な
い
か
ら
秋
月
と
題
す
る
方
が
適
富
の
や
う
で
あ
る
」

(
佐
久
注
[
績
園
謹
漢
文
大
成
]
)
と
す
る
指
摘
を
も
参
照
し
て
、
本
来
の

詩
題
は
「
秋
月
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
田
中
克
己
『
白
柴

白
居
易
「
秋
月
」
「
誰
人
鴎
外
久
征
成
、
何
慮
庭
前
新



(
集
英
註
・
漢
詩
大
系
〉
も
、
こ
の
佐
久
説
を
受
け
て
、

本
に
秋
月
と
題
し
て
い
る
ほ
う
が
合
う
」
と
蓮
べ
、
菅
野
注
に
も
、

結
結
本
(
前
神
経
閣
文
庫
戴
寓
、
島
骨
子
本
:
・
引
用
者
控
)
以
下
の

人
苑
英
華
い
に
一
致
す
る
の
は
、
や
は
り
古
い

で
あ
ろ
う
」
と
い
う
c

て
い
る
の
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の

の

用

慨

は

十

五

に

の

和

刻

本

に

は

、

と

訓

む

。

礎
山
の
外
、
つ
ま
り
鍵
山
以
西
の
地
を
指
し
、
遺
境
・

〉
る
告
隣
出
と
は
、
現
在
の
練
西
・
甘
需
用
の
省
墳
を
な

す
険
し
い
山
援
の
名
。
華
・
夷
(
内
地
と
事
外
)
を
舗
で
る
境
界
と
し

て
、
漢
代
以
来
、
大
震
関
な
ど
の
関
所
が
置
か
れ
、
異
民
族
の
侵
攻
を

防
い
だ
c

漢
強
ご
ろ
の
「
龍
頭
歌
齢
」
以
下
、
出
笹
兵
士
の
望
嬉
の
念

と
灘
山
(
守
鑓
兵
の
駐
屯
地
、
戦
場
)
と
を
結
び
つ
け
た
擬
古
柴
府
詩

「
髄
頭
」
「
謹
頭
水
」
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
る
。
吋
漢
詩
の
事
典
』
第
三

章
、
甘
議
省
の
「
龍
山
・
鑓
水
」
の
繰
参
照
。
川
口
・
大
曽
根
謬
に
、

漢
代
の
郡
名
を
用
い
て
、
「
幽
脱
出
郡
の
西
」
と
す
る
の
は
、
か
え
っ
て

わ
か
り
に
く
い
。
盛
惜
の
山
今
参
の
詩
「
酉
持
太
守
杜
公
の
鞭
歌
い
(
其

三
)
の
、
「
今
に
至
る
ま
で
開
く
鴎
外
、
戎
震
は
〈
杜
公
の
勇
武
そ
憶
っ

て
)
街
ほ
魂
を
亡
ふ
と
」
は
、
「
臨
外
」
の
語
を
用
い
た
一
例
で
あ
る
G

古
訓
に
は
「
河
れ
の
慮
の
庭
前
に
か
」
と
あ
る

。
及
ぶ
。O
(轄
外
〕

『
和
摸
朗
詠
築
』
所
収
砦
詩
法
釈
鵠
打
川
(
十
五
〉
(
柏
木
)

が
、
関
句
を
な
す
上
旬

照
す
れ
ば
、
金
子
吋
新

訴
む
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
G

開
村
繁

も
、
こ
の
立
場
で
あ
る
。

の

人

か

鴎

外

に

の

さ

訓

を

参

の
ご
と
く
、
「
市
内
れ
の
嘉
か
庭
前
に
」
と

(
竹
村
則
行
執
の
類

ち
な
み
に
、

一
挺
前
は
、

。
〔
新
別
離
〕

(
山
川
口
判
一
時
(
文
擁
〕
)
、

(
菅
野
注
〉
な
ど
は
、

と
い
う
の
は
、
十

し

て

、

ろ

、

「
出
場
く
銀
立
つ
人
と
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
」

相
た
に
擁
立
つ
入
を
月
の
光
で
見
送
っ
て
い
る
」

新
」
の
意
味
を
取
り
違
え
た
誤
諜
で
あ
ろ
う
。

の
「
新
」
は
、
上
句
の
「
久
」
に
封
す
る
副
誌
と

近
の
意
で
あ
り
、
愛
す
る
夫
を
出
征
さ
せ
て
ま
も

思
織
の
嘆
き
を
歌
い
、
上
旬
の
出
笹
兵
士
の
そ
れ

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
新
」
の
字
を
、
「
初
」

(
今
し
も
:
:
:
し
た
ば
か
り
)
の
類
語
と
見
な
し
た
諜
「
何
患
の
患
院
で

今
別
れ
た
ば
か
り
の
悶
〈
関
村
〔
竹
村
〕
諜
)
も
あ
る
が
、
従

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
い
妻
、

と
軒
照
さ
せ い
わ
ゆ

師
事
」
「
秋
水
様
来
船

(
一
聯
)
を
頼
察
し
た
大
江
維
時
撰

四
時
部
・
秋
夜
に
、
「
邪
悪
/
汗
水
東
錦
詩
い
と
あ
り
、
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詩
逸
』

こ
れ
に
基
づ
い
て
収
録
す
る
。
ま

に
も
、
「
汗
本
東
眠
、
部
麗
」
と
す
る
。
販
は
輔
の
異
謹
字
で

あ

る

。

詩

題

の

郎

事

」

は

、

ひ

と

ま

ず

正

安

本

吉

う
。
ち
な
み
に
、
内
閣
文
庫
絞
っ

東
に
満
つ
)
と
題
す
る
。
片
水
辻
、

下
水
咽

で
あ
ろ
う
0

0
(部
展
]

誌
廷
か
編

ょっ

に
も
、

方
積
六
ほ
九

に
は
、
ミ
晃
え
な
い
。
ま
た

「

野

展

」

に

野

詩

・

野

利

の

姓

は

あ

る

が

、

協

と
す
る
人
名
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
周
組
諜
主
嬬
吋
中
園
文
撃
家
大
辞

典
(
勝
五
代
巻
)
」
、
部
壊
の
僚
に
は
、
「
世
次
不
詳
い
と
し
て
こ
う
い
う
、

司
和
漢
朗
詠
集
い
窓
上
作
野
郭
展
。
諾
代
人
。
曾
自
汗
水
東
腕
、
郎
事

賦
詩
。
鈴
不
詳
」
云
々
と
。
本
僚
の
執
筆
者
陳
尚
君
は
、
か
つ
て

弓
全
勝
詩
」
補
遺
六
種
札
記
」
の
な
か
で
、
「
部
服
、
吋
和
漢
朗
詠
集
い

謹
上
作
野
郭
震
、
疑
偽
日
人
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
大
江
維
持
撰
吋
千

載
住
匂
』
の
編
裏
方
針
(
唐
仕
の
中
闘
の
詩
人
(
た
だ
し
、
新
離
・
高
麓
の

詩
人
を
含
む
}
の
詮
匂
を
集
め
る
)
を
考
意
し
て
、

の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
罫
展
の

そ
の
視
を
改
愛
し
た

現
在
な
お
未
詳
の

(

汗

水

よ

郎

事

〕

「

朗

詠

抄

』

に

い

う
、
郭
襲
、
汗
水
ト
一
五
汗
ヲ
、
東
サ
マ
、
我
カ
家
鶴
ト

と
。
汗
水
誌
、
大
業
一
元
年
(
ム
ハ

O
五
〉
、
鰭
の

「
油
消
渠
」
の
東
段
部
分
、
す
な
わ
ち
華
北
の

汗
州
(
河
鴎
省
関
射
市
)
・
末
州
(
一
商
丘
市
)

そ
そ
ぐ
一
踊
聞
に
封
す
る
、
唐
・

も
い
い
、
場
帝
が
這
っ

一
喜
卒
、

せ
た

ら
東
南
方
向
に

て
、
華
中
の
潜
河
に

通
棋
で
あ
る
。
汗
河
・
汗
渠
と

中
心
を
な
す
。
主
演
詩
の
事
実
」

〔
卸
事
〕
誌
、
「
そ
の
場
の
で
き
ご
と
に
部

ら
、
眼
前
の
景
物
に
卸
し
て
卸
興
的
に
詠
ん
だ
詩
を
い

「

謝

南

郎

事

」

、

の

ご

と

く

、

題
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

。

来

は

、

ま
ま
で
あ
る
む

し
て
」
，っ。-

二
五
四
番

酔
問
中
事
去
得
、

動
態
の

い
う
。
晩
唐
の
喰

に
も
、

ル)中の

を
法
る
い



の
重
慶
市
忠
勝
)

(
八
一
九
九
作
者
四
八
歳
、
忠
州
(
臨
江
蘇
、
現
在

で
の
作
。
忠
州
刺
史
在
在
(
花
房
・
朱
)
。
内
閣
文
車
・

ゃ

な

ど

ず
」
(
等
斡
南
薫
慮
士
不
逢
)
は
、
尾
瞬
の
上
旬
を

に

酔

は

ず

ん

ば

:

:

:

」

と

た

た

め

た

も

の

ら

し

。
や

、

「

戯

れ

八

)

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
忠
州
で
の
作
〈
後
藤
昭
雄
ぽ
か
一

ゃ
、
朱
京
発
校
』
)
c

川
口
久
雄
・
奈
良
正
一
「
一
江
談
議
(
二
二
七
番
)

は
、
田
中
克
己
吋
白
築
天
い
の
読
を
受
け
て
、
「
繋
品
官
は
協
律
部

に
歪
っ
た
む
雅
題
あ
る
竹
を
揺
い
で
、
富
時
許
制
灼
が
高
か
っ
た
り
串
間

易
は
の
ち
杭
射
で
親
し
く
交
遊
し
た
」
と
述
、
べ
、
近
年
の
後
藤
昭
雄

制
抄
」
一
第
四
〈
五
西
番
)
も
同
じ
く
「
薫
悦
い
の
こ
と
と
す
る
が
、

で
あ
ろ
う
っ
こ
の
謂
鹿
ム
杭
州
軒
史
時
代
り
白
居
易
の
部
下
、

り
歌
」
(
引
を
井
す
、
容
に

こ
の
こ
と
は
、

る
人
物

の
な
か
に
、
そ

て
も
わ
か
る
。
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。

(
議
鎖
)
の
一
つ
、

の
置

の

吋
和
護
朗
詠
薬
』
一
的
収
皆
詩
注
釈
補
U
(十
五
)
(
植
木
)

そ
の
麻
域

(
U
州
域
〉
は
、

(
酉
山
川
省
参
水
騨
誌
、
そ
の
鶴

構
〉
で
あ
る
。
九
日
間
地
に
は
、
臨
間
以
川
を
含
め
、
そ
の
南
方
的
地
を
襲
く
管

轄
す
る
都
問
中
観
察
使
の
捷
府
が
置
か
れ
た
。
こ
の
勲
中
観
察
誌
は
ま
た
、

勲
南
観
察
使
〈
経
路
桂
文
勲
州
議
察
捷
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ

る
。
実
廷
饗
当
官
方
鎖
年
表
』
窓
六
、
禁
中
の
捺
や
、
郁
費
桔

ZU

刺
史
考
全
編
』
回
、
巻
一
七
五
、
鮮
問
中
道
勲
剤
(
勲
中
郡
)
の
憾
な
ど

お
合
問
。
費
群
の
詩
「
京
よ
り
特
に
勲
荷
に
赴
か
ん
と
す
」
は
、
一
五
和
一
一
一

年
(
八
(
〉
八
)
、
緊
中
親
察
痩
と
な
っ
た
作
者
の
赴
任
議
前
の
作
で
あ

り
、
顧
非
熊
の
詩
「
患
南
可
椋
の
跡
的
南
の
幕
に
赴
く
を
詰
る
」
も
、

緊
中
〈
斡
高
)
観
察
使
の
幕
府
(
使
荷
)
に
赴
く
皇
甫
某
を
見
送
る
作

で
為
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
勲
南
は
、
勲
剤
彰
本
願
(
現
在
の
重
曲
鷹
市
に

議
す
る
)
を
指
し
、
「
今
の
貴
州
省
の
地
」
(
吋
江
談
謹
註
b
、
「
J

匝
代
の
道

名
」
(
西
村
富
美
子
吋
白
業
天
b
、
「
単
一
川
州
(
山
口
川
省
東
南
部
)
の
南
」
(
後

藤
吋
江
談
抄
勺
で
辻
な
い
。
ち
な
み
に
、
忠
剤
か
ら
齢
阿
南
(
郡
阿
川
川
)
に

赴
く
に
は
、
一
般
に
長
江
を
瀕
り
、
詰
州
〈
治
陵
懸
、
現
遂
の
重
鹿
市
法

陵
麗
)
か
ら
、
詰
陵
江
(
円
熟
江
、
長
江
の
支
流
。
烏
江
門
現
荘
の
名
輯
〕

の
下
流
に
あ
た
る
〉
を
減
っ
て
い
く
り

。

〕

緊

州

の

郡

名

に

嘗

た

る

と
向
の
場
摂
で
あ
り
、

現か
在れ

'--' 

の

の
こ
と
。

〈
岡
村
繁
吋
山
口
氏
文
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集
』
四
[
竹
村
則
行
執
筆
]
)
で
は
な
い
。
田
中
克
己
『
白
業
天
』
等
が
、

「
唐
の
道
名
」
と
す
る
の
も
、
同
じ
誤
り
で
あ
る
。
唐
代
後
期
の
詩
歌

で
は
、
し
ば
し
ば
郡
名
を
州
名
の
雅
名
と
し
て
用
い
た
。
一
例
を
翠
げ

れ
ば
、
杜
牧
の
詩
「
茄
円
安
の
城
棲
に
題
す
」
の
菰
円
安
は
、
黄
州
の
郡
名

「
茄
円
安
郡
」
を
い
う
。

。
[
手
去
得
]
こ
の
三
字
は
、
い
ず
れ
も
白
話
的
表
現
。
争
は
、

反
語
を
表
す
副
詞
。
す
で
に
一

O
五
番
に
見
え
る
。
拙
稿
「
補
訂
(
一
二
)
」

の
補
注
参
照
。
去
は
行
く
、
赴
く
。
こ
れ
も
白
話
で
あ
る
。
ま
た
「
得
」

は
、
可
能
を
表
す
助
字
。
動
詞
の
後
に
付
く
「
得
」
は
、
白
話
表
現
で

あ
る
。。
[
磨
園
山
]
勲
州
の
治
所
、
彰
水
牒
城
の
西
に
あ
る
山
の
名
。

後
世
、
一
般
に
「
摩
園
山
」
と
書
か
れ
た
。
南
宋
の
王
象
之
『
輿
地
紀

勝
』
巻
一
七
六
、
要
州
路
勲
州
の
僚
に
い
う
、
摩
園
山
は
「
彰
水
懸
の

西
に
在
り
。
江
(
斡
江
)
を
隔
て
て
四
里
竺
一
キ
ロ
強
)
、
州
城
と
封
面

す
。
夷
・
掠
(
首
地
付
近
に
住
む
異
民
族
)
は
、
天
を
呼
び
て
圏
と
日
ふ
。

此
れ
、
天
を
摩
す
る
を
言
ひ
、
競
し
て
摩
固
と
日
ふ
」
と
。
こ
の
記
述

は
、
南
宋
の
覗
穆
編
、
訓
肌
沫
補
訂
『
方
輿
勝
寛
』
巻
六

O
、
要
州
路
紹

慶
府
の
僚
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
に
見
え
る
。
白
詩
「
磨
園
山
」
の
磨
は
、

「
摩
」
と
音
通
し
、
貞
和
本
・
建
長
本
・
逸
翁
本
等
の
『
和
漢
朗
詠
集
』

に
は
、
摩
園
山
に
作
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
首
地
の
方
言
を
用

い
て
、
高
く
そ
そ
り
立
っ
て
天
空
に
接
す
る
山
、
の
意
を
こ
め
た
命
名

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
勲
南
懸
の
山
」
(
川
口
注
)
、
「
勲
州
の
南
方
一
帯

に
あ
る
山
」
(
大
曽
根
注
)
で
は
な
い
。
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
四
に

よ
れ
ば
、
「
高
さ
五
七
六
メ
ー
ト
ル
」
の
霊
山
で
あ
っ
た
。
白
居
易
は

同
年
の
作
「
巌
中
丞
(
諜
)
の
晩
に
斡
江
を
眺
め
て
寄
せ
ら
る
る
に

酬
ゆ
」
の
な
か
で
も
、
「
磨
園
山
下
の
色
」
一
五
々
と
歌
う
。
こ
の
二
例

が
、
唐
代
以
前
、
詩
中
に
詠
ま
れ
た
摩
園
山
の
全
て
で
あ
ろ
う
。

。
[
蒼
蒼
]
「
ア
ヲ
シ
ロ
ナ
ル
克
」
(
、
水
漕
注
文
「
月
の
青
白
い
色

の
形
容
」
(
西
村
富
美
子
『
白
柴
天
』
)
。
白
詩
に
は
、
さ
ら
に
「
新
震

月
蒼
蒼
た
り
」
(
「
滑
村
退
居
・
:
」
巻
一
五
)
、
「
沙
冷
や
や
か
に
し
て
月

蒼
蒼
た
り
」
(
「
江
南
喜
逢
:
・
」
、
『
筆
校
』
外
集
上
、
江
州
司
馬
在
任
)
な
ど

と
詠
ま
れ
る
。
津
阪
孝
縛
『
夜
航
詩
話
』
巻
四
の
、
「
蒼
は
灰
惨
色
を

謂
ひ
、
青
・
緑
と
義
異
な
れ
り
。
蒼
松
・
蒼
竹
・
蒼
蒼
の
語
は
、
皆
な

賠
惨
の
意
有
り
。
:
:
:
『
詩
』
の
秦
風
に
『
藁
霞
蒼
蒼
、
白
露
霜

と
局
る
』
と
。
『
樟
文
』
に
云
ふ
、
『
蒼
々
は
物
老
い
る
の
状
な
り
』
と
。

蓋
し
光
津
蓋
き
て
蒼
白
な
り
」
も
、
参
考
に
な
ろ
う
。
李
紳
の
詩
「
曇

ゃ

安
寺
」
(
新
棲
詩
二
十
首
の
一
)
は
、
「
時
鳥
駄
む
時
山
寂
寂
た
り
、
野

ざ
じ
ん

花
残
す
る
慮
月
蒼
蒼
た
り
」
と
あ
り
、
王
旋
伯
『
李
紳
詩
注
』
に
は
、

蒼
蒼
を
「
灰
白
色
」
と
注
す
る
。
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の
作
と
し

」
に
謀
る
c

本
詩
は
、
号
第
L

て
献
納
〈
諌
官
(
捨
選
・

捕
縄
な
ど
]
)
に
補
は
ん
い
と
あ
る
、
②
濁
諜
及
の
「
麿
の
故
の
左
補
捌

安
定
の
車
高
八
ム
(
再
)
の
集
序
」
〈
四
部
叢
刊
『
毘
譲
集
い
指
一
一
一
一
)
に
、

山
「
大
歴
二
年
(
七
六
七
)
、
結
論
に
選
り
、
在
(
原
一
年
:
文

補

闘

に

轄

る

。

(

江

甫

)

因

り

て

家

「
和
漢
娯
一
部
集
』
一
前
夜
唐
詩
注
釈
補
訂
〈
十
五
)
(
植
木
)

を
省
し
て
(
諦
留
し
て
)
丹
陽
(
謹
州
の
郡
名
、
治
所
は
江
蘇
省
銀
江
市
)

命
、
年
方

ι五
十
四
に
し
て
泣
す
し

て
、
本
詩
は
大
堅
二
年
以
後
の
作
と

る
c

と
あ
る
こ
と
、
こ
の

な
る
。
こ
れ
は
、

結
に
よ

と
こ
ろ

-
李
一
一
飛
・

謄
巻
)
の
考
諸
に
よ
れ
ば
、
皇
甫
再
は
、
一
年
、

た
後
、
同
一
一
一
年
、
左
補
鱗
(
一
説
に
右
補
関
)
に
選
h

補
関
在
任
の
ま
ま
で
江
南
に
使
い
し
、
各
、
韓
省
し
一

梼
床
に
臥
し
た
。
同
五
年
の
春
、
「
陸
鴻
構
〈
羽
)
の
越
に
赴
く
を

ほ
ん
こ
う

送
る
」
詩
を
作
り
、
秋
に
は
謹
州
刺
史
奨
晃
と
唱
和
、
さ
ら
に
年
末
の

十
二
丹
に
は
韓
酒
に
剥
す
る
唱
和
詩
を
作
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
大
暦
六
年

(
七
七
一
)
の
瀧
五
十
四
議
で
丹
践
の
地
で
浸
し
た
よ
う
で
あ
る
(
七

八
生
1
七
七
一

(中

本
詩
「
秋
日
東
郊
の
作
」
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
も
鰯
れ

て
い
る
。
一
暦
一
一
一
年
(
七
六
八
)
九
月
、
「
皇
甫
再
在
長
安
、
韓
官
左

補
関
、
有
詩
言
壊
」
の
僚
に
、
本
詩
の
後
竿
を
引
い
て
い
う
、
「
舟
は

大
暦
間
竿
の
各
に
は
、
す
で

ι
〈
故
郷
の
)
潤
州
に
蹄
っ
て
い
る
の
で
、

彼
が
拾
遺
か
ら
補
閥
に
選
っ
た
の
は
、
本
年
(
大
麿
三
年
)
の
は
ず
で

あ
る
c

詩
か
主
再
が
富
持
、
献
納
〈
君
主
に
ま
ニ
一
一
日
を
奉
る
こ
と
)
の
任
に

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
補
関
に
鱒
任
し
た
こ
と
て
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と
む
こ
の

作
っ
た
も
の

五
一
審
七
の

の
と
き
に
成
り
、
江
戸
初
顛
の
説
心
和
尚
コ

「
詩
ハ
、
長
安
ノ
東
郊
ノ
作
ソ
」
と
も
符
合
し

し
か
し
こ
の
説
に
辻
、
に
わ
か
に
賛
同
で
き
な
い
む
と
い
う
の
は
、

の
領
聯
(
東
林
寺
-
西
林
寺
等
の
名
刺
が
あ
る
議
山
。
江
同
省
〉

の

茅
山
(
沼
教
の
型
地
の

江
蘇
街
旬

替
市
の
東
南
)
の

山

が

、

「

暗

に

借

上

)

と
は
考
え
に
く
く
、
そ
れ
な
り
の
往
来
を
踏
ま
え
た
表
現
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
c

こ
の
判
断
に
従
え
ば
、
す
で
に
故
揮
の
丹
陽

(
鍾
江
市
付
近
)
に
錦
省
し
た
後
の
作
と
な
ろ
う
2

本
詩
の
結
び
に
、
辞

在
か
踊
隠
か
に
思
い
ま
ど
う
心
墳
を
、
「
岐
に
臨
ん
で
経
由
自
ら

で
い
る
こ

に
あ
っ
た
と
き
の

関
宿
の
作
U

る
前
合
、
.

な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
作
者
最
晩
年
の
作

。
[
燕
知
一
社
日
欝
巣
去
〕
唐
代
、
一
枇
(
土
地
む
一
輯
)
を
一
記
る
一
社

日
」
に
は
、
春
社
と
秋
一
祉
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
春
分
・
秋
分
に

近
い
前
後
の
戊
の
日
に
行
わ
れ
た
。
「
春
ハ
五
穀
生
長
ヲ
一
幹
ニ
語
り
、

秋
ハ
ヲ
紳
ニ
一
前
ル
日
」
〈
吋
銭
名
注
b

で
あ
っ
た
c

{の

こ
の
日
、

体
み
に
な
る
。

川

日

誌

〈

ケ

入

車

)

に

、

月

令

、

一

月

に

、

「

立

春

後

五

(
お
)

戊
を
春
一
社
と
な
し
、
立
秋
後
五
戊
を
秋
註
と
な
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
辻
、

柿
村
「
考
謹
』
の
「
月
令
噴
義
、
二
月
云
」
の
注
を
受
け
た
記
述
で
為

る

。

一

は

丹

令

震

の

在

韓

で

は

な

く

、

濁

立

し

明
の

た附
よ入
寸3

八
月
令
り

さ
れ
て
し
一
一
十
年
序
刊
本
(
東
北
大
事
問
書
館
離
)
に
辻
、

一
五
戎
」
の
下
に
「
日
」
の
字
が
あ
り
、
「
考
誇
』
は
お
そ
ら
く
院
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
叶
ロ
在
は
孫
引
き
ゆ
え
の
誤
解
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
も
ち
ろ
ん
秩
祉
を
指
す
。

に
来
り

一議…ハ、

こ
う
し
た
考
え
は
、

と
い
う
一
一
一
一
口
葉
が
、
羊
士
誇

「
郡
棲
晴
望
」
詩
(
其
一
)
の
ほ
か
、
一
疋
種
・
劉
高
揚
ら
の
詩
中
に
も

見
え
る
。
ま
た
中
曹
の
銭
起
一
河
講
の
窪
少
府
を
透
る
」
詩
の
、
一
東

城
の
(
秋
一
較
)
巣
燕
を
擢
す
」
、
「
秋
油
」
(
其
一
)
の
、

社

牧

の

、

に
も
、

て



でて
あ語
るる
。燕え
雛f
は

壮
日
を
知
る
」
な
ど
も
、
同
じ
護
想
に
基
づ
く
表
現

。
[
菊
震
重
陽
回
目
雨
開
]
菊
は
重
陽
節
の
花
。
ち
な
み
に
、
「
重

た
め

陽
の
震
に
」
の
「
局
」
(
去
聾
)
が
、
上
旬
と
封
を
な
す
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
こ
の
局
は
「
謂
」
と
音
通
し
て
、
上
旬
の
「
知
」
と
ほ
ぼ
同

義
の
「
局
ひ
て
」
と
讃
め
る
可
能
性
も
生
じ
よ
う
。

;主

(
1
)

伊
藤
正
義
ほ
か
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
樟
集
成
』
第
一
巻
(
大
皐
堂
書

白
、
一
九
九
七
年
)
所
牧
。

(
2
)

『
中
園
詩
文
論
叢
』
第
二
一
集
、
二

O
O二
年
所
牧
。

(
3
)
大
修
舘
書
居
、
一
九
九
九
年
。

(
4
)

講
談
社
・
皐
術
文
車
、
一
九
九
九
年
。

(
5
)

伊
藤
正
義
ほ
か
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
韓
集
成
』
第
二
巻
下
(
大
同
子
堂

書
居
、
一
九
九
四
年
)
所
牧
。

(
6
)
た
だ
し
、
本
詩
の
後
に
、
「
此
詩
、
本
巻
『
中
秋
月
』
重
出
」
云
々

の
校
記
が
あ
る
。

(
7
)

堀
部
正
二
編
著
、
片
桐
洋
一
補
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
(
大
国
子
堂

書
庖
、
一
九
八
一
年
)
の
校
語
も
参
照
。

(
8
)

察
鏡
浩
『
貌
昔
南
北
朝
詞
語
例
樟
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

九
年
)
参
照
。

九
九
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『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
(
十
五
)
(
植
木
)

(
9
)

田
中
克
己
『
白
築
天
』
(
集
英
社
、
漢
詩
大
系
)
も
誤
る
。

(
凹
)
『
蹟
雅
』
韓
言
に
「
新
、
初
也
」
と
あ
る
。
白
詩
「
迭
兄
弟
週
雪
夜
」

の
「
新
興
兄
弟
別
」
は
、
こ
の
例
。

(
日
)
注
一
の
書
の
一

C
一
頁
の
校
語
に
よ
る
。

(
ロ
)
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
、
「
汗
水
東
揖
印
事
」
と
題
す
る
二
本

を
あ
げ
る
。

(
日
)
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
。

(
日
)
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
。

(
日
)
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
。

(
日
)
『
中
園
古
典
文
皐
叢
考
』
第
二
輯
、
復
旦
大
同
子
出
版
社
、
一
九
八
七

年
所
牧
。

(
汀
)
武
蔵
野
書
居
、
一
九
八
三
年
。

(
国
)
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
。

(
凹
)
岩
波
書
庖
、
新
日
本
古
典
文
周
子
大
系
、
『
江
談
抄
中
外
抄
富
家

語
』
(
一
九
九
七
年
)
所
牧
。

(
却
)
江
蘇
教
育
出
版
社
、
一
九
九

O
年。

(
幻
)
陳
西
教
育
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

(
幻
)
中
華
書
局
、
一
九
八

O
年。

(
お
)
安
徽
大
国
子
出
版
社
、
二

0
0
0年。

(
但
)
小
島
憲
之
「
『
訓
み
』
の
一
、
二
に
つ
い
て
」
(
同
『
園
風
暗
黒
時
代

の
文
昌
子
補
篇
』
塙
書
房
、
二

O
O二
年
所
牧
)
の
な
か
に
、
本
詩
を

引
い
て
、
「
南
方
貴
州
の
勲
南
の
地
」
云
々
と
い
う
の
も
諜
り
で
あ
る
。



中
園
詩
文
論
叢

集

第
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(
お
〉
門
中
露
詩
文
論
叢
』
第
九
集
、
一
九
九

C
年
前
段
。

(
お
)
注
一
の
警
の
一

O
一
互
参
問
。

(
幻
)
伊
藤
正
義
ほ
か
「
和
漢
朗
誌
集
古
在
韓
集
成
』
第
三
巻
(
大
内
常
設
者
一
閉

信
、
一
九
八
九
年
)
所
牧
の
、
永
詩
文
草
本
。

(
お
)
上
海
吉
籍
出
盟
社
・
顎
詩
小
葉
、
一
九
八
五
年
。

(
m
m
〉
陪
部
叢
刊
詰
口
文
梓
恥
在
九
二
、
へ
唐
左
横
隣
安
定
皇
甫
再
文
集
浮
」
。

(
仙
川
)
遼
議
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

(
訂
)
こ
の
監
は
、
費
盛
日
華
出
版
然
年
譜
」
〈
鹿
内
大
事
出
版
社
、
…
九
九

二
年
)
も
同
じ
。

(
沼
)
吋
騎
才
帽
子
薄
校
議
』
(
第
一
冊
〉
巻
一
二
、
議
甫
舟
の
煉
〈
博
域
諸
執
筆
〉

は
、
大
麿
閥
、
五
年
決
と
推
定
す
る
が
、
『
唐
五
代
文
筆
編
年
史
出
(
中

害
容
)
や
「
密
口
才
子
簿
校
連
」
〈
第
五
冊
、
補
正
)
、
皇
甫
舟
の
捺
(
陶

敏
執
筆
)
の
ば
う
が
す
ぐ
訟
る
。

(
お
)
『
集
詑
い
に
い
う
、
「
題
の
心
は
…
い
い
は
安
の
東
郊
に
皇
甫
再
の
私
第
あ
り
。

そ
こ
に
て
の
詩
世
」
と
3

(
川
剖
〉
朝
日
新
開
説
、
一
九
六
六
年
。

(
お
)
「
唐
詩
鼓
吹
註
解
恥
程
一
二
、
明
の
屡
文
隔
の
解
(
和
刻
本
)
に
い
ゆ
え

「
此
れ
皇
甫
島
、
詔
を
求
け
て
特
に
出
で
ん
と
し
て
作
る
江
り
い
と
。

こ
れ
は
、
大
獄
四
四
年
〈
七
六
九
三
江
表
に
慌
い
に
出
る
陸
前
の
作
、

と
毘
な
す
立
場
で
あ
ろ
う
。

(
m部
拘
)
川
口
大
系
本
川
辻
凶
、
戎
を
戊
に
誤
つ
て
い
る
む
こ
h訊
札
は
、
椅
村
吋
立
私

の誤りを一翠，求水淑京
d

け
た
も
の
O

大
関
鍛
注
も
戊
を
成
に
謀
る
。
吋
和
漢
朗
詠

集
い
の
古
誌
も
、
往
々
に
し
て
戊
を
成
に
誤
っ
て
い
る
。

こ
の
本
の
調
衰
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
接
続
生
の
大
山
桜
摂
氏
に
依

頼
し
た
。
そ
の
協
力
に
深
く
惑
謝
し
た
い
。




